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、
. 

V

.

の
®

き

を

嘆

せ^

る

能

は̂

、

余

は

此

書

を

以

て

^'
ら

ゆ 

る
經
濟
學
根
本
槪
念
に
■
す
る
著
作
中
最
名0H
し
き
基
礎 

の
上
に
立
ち
、
且
つ
積
極
的
誤
讓
を
藏
す
る
事
最
少
き
者
ん 

な
6

と
斷
言
す
。「

ゴ
ツ
セ
ン」

の
心
理
的
^

!£

は
主
觀
的j 

利
用
を
等
閑
視
す
る
燠
太
利
派
の
限
界
利
用
說
に
比
べ
て 

勝
れ
る
者
あ
6

。
只
、ゴ
氏
於
其
所
謂「

章
樂
學」

ょ
6

出
發 

し
て
經
濟
學
本
來
の
理
論
允
る
交
換
交
易
の
碑
究
に
移
る 

^

き
道
を
發
見
せ
3'
'

6
し
は
失
策
と
云
は̂

る
可
ら
梦
0

一
 

然
れ
共
主
と
し
て
交
換
過
程
の
餅
究
に
カ
を
注
ぐ
今
日
の

\ 

經
濟
學
に
取
6

て
は
、
先
づ
嚴
格
に
其
心
理
的
甚
礎
を
吟‘ 

味
す
る
事
最S

必
要
な

6

0

之
を
怠
^
/
先
づ
交
換
の
拼
究 

を
以
て
始
む
る
は#

上
に
樱
閻
を
築
く
に
等
し
。
叉

彼

の

\ 

燠
太
利
派
及
.び
亜
米
利
加
の
理
論
學
者
の
如
き
は
經
濟
行 

爲

の
ic

理
的
前
提
を
取
扱
ふ1C
當
ら
.之
を
明
々
白
々
の
公 

理
な
6

と
し
て
輕
々
に
斷
ヒ
去
れ
共
、
吾
人
は
與
せ
岁
。 

經
濟
理
論
の
硏
究&

今

後

其

批

評

的

消

®'
的

態

度

を

改

一
 

め
、
方
法
論
に
關
す
る
問
題
を
棄
て
、
經
濟
現
象
の
積
極
一 

的
解
剖
觀
察
を
試
ひ
る
に
至
る
滕
ゴ
ツ
セ
ン
の
著
は
必 

す
や
其
出
發
の
基
礎
を
供
す
可
き
な
ろ
。
此
意
味
に
於
て

' 

.

七
六

「

ゴ
ツ
セ
；

\

に
歸
れJ

と
云
ふ
、
不
可
あ
る
を
見3 '

'

k

t

な 

6

0

 

(

リ
ー
フ
ア
ン
に
據
る
、
四
十
三
年
十
.ニ
另
稿

)
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米
國
憲
法
と
大
統
領
の
權
能

s i)

小倉和市

I

北
米
合
衆
國
の
憲
法
於
制
定
せ
ら
れ

v

以
來
其
解
釋
及 

ぴ
指
薄
に
付
き
て
恐
ら
く
何
人
ょ-

最
^P

多
く
責
任
あ 

6

と
認
め
ら
る
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
氏
は
、 

合
衆
國
の
政
治
組
織
は
機
關
各
部
の
權
限
に
關
レ
て
充
分
一 

な
る
法
文
上
の
規
定
を
缺
く
旨
を
屢
々
公
言
し
杧
6

。
此 

所
說
を
容
認
す
る
と
同
赌
に
機«
各
部
の
分
界
を
明
ら
か\ 

に
し
、
其
運
用
を
圓
滑
な
ら
し
め
ん
於
爲
め
各
部
の
權
限 

爭
議
を
防
止
し
得
可
き
相
互
抑
制
の
方
策
は
案
出
せ
ら
れ
. 

杧
6

。
斯
く
て
各
部
の
專
斷
を
防
逷
し
得
可
き
機
關
は
設 

け
ら
れ
杧
6

と
雖
名
若
し
其
背
後
に
あ6

て
輿
論
の
之
をj 

,
支
持
す
る
名
の
あ
る
な
く
ん
ば
折
角
の
良
法
名
案
名
到
底

( 

權
カ
分
割
の
目
的
を
塗
す
る
こ
と
能
は
^
る
可
き
は
公
法 

の
研
究
に
從
事
す
る3

の
‘、一

般
に
容
認
す
る
所
な6

。 

佛
國
に
於
て
は
思
想
界
の
奥
底
に
深
く
浸
染
せ
る
諸
種
の 

雜

錄

:

惯
習
あ
ぅ
て
、
此
慣
習
は
政
體
の
變
遷
如
何

u

拘
ら
t

w
 

に
殘
留
し
て
各
擗
代
の
憲
法
に
對
し
、
其
範H

i

性
質
と 

の
.點
に
付
き
<

大
な
石
影
響
を
與
へ
杧
ろ0
兎
に
角
國
民 

の
輿
論
が
憲
法
の
上
に
與
ふ
る
影
響
の
重
大
な
る
は
過
去 

の
經
驗
に
徵
す
るS
疑
な
き
所
に
し
て
、
其
最̂p

著
し
き 

例
を
擧
ぐ
れ
ば
®

の
所
諧
南
蓝
諸
共
和
國
の
如
き
は
成
次 

法
制
の
上
に
於
て
は
根
本
法
と
し
て
合
^
_
の
憲
法
を
採 

用
し
^

6

と
雖
S

其
政
治
組
織
の
體
欉
於
合
衆
國
の
夫
れ 

と

の

差

異

あ

る

は

何

人

と

雖

名

«
^
に
認
識
す
る
所 

な
6

。
若
し
<
ロ
衆
國
の
政
體
に
し
て
果
し
て
從
來
世
人
の 

猶
す
る
於
如
く
與
論
に
ょ
る
政
體
に
し

\

し
广
且
つ
實
際
に 

於
て

2

輿
論
於
過
去
に
於
て̂

M

B l

の
法
制
を
文
酣
し't

e

 

る
t 
i
甚
大
な
6

と
せ
ば
、
此
制
度
、が
繼
續
す
る
限6
輿 

論
S

叉
從
前
の
如
く
尊
重
せ
ら
れ
次
る
可
か
ら
^
る
は
當 

然
な
6

と
ず
。
故
に
合
衆
國
近
代
の
歷
史
は
同
國
の
現
，狀 

於
前
述
せ

る
が
如
き
同
國
政
治
龃
織
の
稂
本
觀
念
を
粉
碎 

し
去
る
か
命̂

-lr
tf
t

J

る̂
を
®

明

し

つ

.
、

^

る

名

の
に
：
^
 

次
る
や
、
換
胄
す
れ
ば
合̂

目
民
は
*

#

福
及
び
進
步
に 

缺
く
可
か
ら
.！u

る
名
.
.の
-

a
j

信
^

る
一
定
の
^

果
を
.得
ん
と

.
、
 

•

七
七
■
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' 
•
、

.す
るU

熱
心
な
る
餘
タ
、
却
て
幸
福
安
寧
の
基
礎
杧
る
同 

國
の
根
本
法
則
を
破
却
し
つ
、
あ
る
に
非

f
u

る
や
と
の
問 

題
を
今H

I

に
於
て
硏
究
す
る
は
敢
て
無
用
の
業
に
非
す
と 

信
ず
。
 

| 

ゥ

ィ

リ

ヤム
、
エ
ッ
チ
、
タ

プ

ト
氏
は
^-
法
の
^
職

に| 

あ
6

て
、
將
叉
行
政
的
手
腕
、
峻
嚴
な
る
判
斷
、
確
取
の 

精
神
及
び
非
常
の
勇
氣
を5

す
る
地
位
に
あ
6

て
久
し 

く
、
國
務
に
參
與
し
杧
る
後
大
統
領
の
地
位
に
上
6

*
る 

^

の
な
ゲ
。
氏
は
其
披
倆
を
表
は
す
可
き
地
位
に
立
つ
や
、

I. 

|?

く
可
き
©

難
と
試
金
石
的
»
情
のT
K:
^

て
9

p

*

7

5

p

m

\ 

す
る
こ
と
な
く
、
勇
往
邁
進
し
て
深
遠
な
る
昝
識
、
偉
大 

に
し
て
且
つ
多
方
面
な
る
技
最
、
公
務
を
尊
重
す
る
の
念

j 

頗
る
厚
き
の
事
實
、
及
び
國
務
の
爲
め
に
は

I

身
を
捧
ぐ| 

る

名

敢

て

借

る

の

大

级
V
3あ
る
と
を
示
せ
6

。
氏

は1 

就
較
が
低
^

^

に
於
け
る
自
己
の
職
務
を
遂
行
せ
ん
と
す

I 

る
に
熱
心
な
る
の
餘1

尚
等
法
院
の
判
官
*
る
可
き
推
薦
一 

を
3

へ
辭
退
す
る
こ
と
兩
度
に
及
び
き
。
要
す
る
に
历
於 

大
統
領
の
地
位
に
上
れ
る
肪
に
當6
.
て
《
前
任
者
に
比
類 

な
き
程
國
務
執
行
の
經■

を
有
し
、
其
技
倆
は
普
く
世
人

七
八

に
鄹
め
ら
れ
、
端
正
に
し
て
毫
％
世
人
の
疑
を
招
く
こ
と 

な
く
、
自
由
.に
し
て
加
か
名
大
膽
な
る
の
み
な
ら
す' 
溫 

厚
篤
實
な
.る

風
貌
を
有
せ
し
を.以
て
ヽ
此
人
格
1C

對
し 

C

M

&
れ
允
る
國
民
一
般
の
信
顧
の
念
财
容
易
に
働
搖
せ 

ら
る
、
こ.と
な
か
る
可
き
は
疑
な
き
名
の
、
如

く

な6
 

き
。
左
れ
ば
氏
の
過
去
の
經
歷
を
知
れ
る
者
は
皆
氏
の
智 

慮
*

氣
及
ぴ
誠
實
に
信
賴
す
可
く'
且
つ
彼
等
は
氏
の
所 

爲
於
冷
酷
極
ま
る
が
如
き
外
形
を
有
す
る
場
合
に
於
て
名 

尙
其
所
爲
の
中
に
は
深
き
思
慮
ぁ
る
可
き
ご
と
を
諒
察 

し
、
.苟
く
S

公
平
及
び
技
倆
の
點
に
付
き
て
历
の
人
格
に 

i,

し
て
不
當
な
る
批
難
を
加
ふ
る̂
p

03)
\
r'»
鼓
を
鳴
ら 

し
て
之
を
駿
擊
す
可
し
と
は
何
人
と
雖
名
容
易
に
想
像
す 

る

所

な

き

。
斯
於
る
豫
言
は
若
し
實
際
の
目
擊
者
に
ょ 

6

て
爲
.̂

れ
^

る
名
の
、
如
く
確
實
な6

と
す
る
3

、
然 

か
％
歷
史
は
此
場
合
に
於
て
名
又
其
通
習
な6

と
稱
せ
ら 

る
、
所
に
從
ひ
、
毫̂

>

豫
言
者
の
名
聲
を
尊
重
す
る
こ1
C 

7r
;)
>
-
c
s き
。

現
大
統
領
於
其
任
に
就
に
當
6
て
や
氏
に

#

す
る
稱
I s 

と
希
認
と
の
聲
は
都
々
W

々
に

*

き
渡
れ
6
。

e i
I

#

K

K :

19：

立
て
る
人
の
ロ
よ
ん̂P

、

社
會
各
方
面
の
意
見
を
代
表
す 

る
新
聞
雜
誌
よ
6

名
、
恰
/P
S

新
^
な
る
救
世
主
の
如
く 

に
持
て
曝
3

れ
允
6

。
彼
等
は
爾
へ
ら
く
、
今
や
^
翁
豪 

適
な
る
大
人
物
は
國
家
の
首
長
と
な
れ6

。
國
政
裁
斷
の 

經
驗
に
當
み
且
つ
確
守
の
思
想
を
有
す
る
の
士
《
其
周
圍 

にg

集
せ
6

。
就
任
の
敎
書
に
よ6

て
示
3

れ
欠
る
政
策 

'は
健
實
1C

し
て
、
其
新
地
位
に
進
め
る
態
度
は
冷
靜
賢
明 

な
6

。
新
首
長
歡
迎
の
喂
釆
於
漸
く
靜
ま
ら
ん
滕
國
家
は 

徐
々
と
し
て
然̂P

堅
實
不
横
な
る
進
步
を
な
す
可
き
四
年 

一
期
の
新
赌
代
に
入
る
可
し
と
。
實
に
ル
ー
、ズ
ベ
ル
ト
氏 

の
統
治
の
下
に
於
て
は
國
民
は
氏
の
奮
闘
的
の
行
動
の
爲 

に
!!
*
或
せ
ら
れ
て
蹯
起
狃
奔
殆
ん
ど
危
險
な
る
狀
態
に
陷 

れ
る
を
以
て
、
新
に
國
家
の
政
治
的
商
業
的
及
饮
產
業
的 

勢
力
の
調
節
を
計
る
の
必
要
漸
く
世
人
の
認
む
る0
1
な 

ら
ん
と
す
る
に
€

6

て
平
和
の
r

辟
代
a
"S1

來
せ
る
.名
の 

、
如
く
な
6

き
。
世
人
は
此
新
槠
代
に
於
て
は
旣
往
に
於 

<

念
激
に
行
《
れ
允
る
革
新
の
事
業
を
確
固
永
遠
の
3

の 

と
な
す
苽
き
建
設
的
事
業
於
斷
手
と
し.<
、
然
か
名
細
J6 

公
平
に
實
行
せ
ら
る
可
し
と
豫
期
し
杧6

き
。
政
黨
の
爭

雜

錄

.

■•
/

闘
は
減
退
し
、
政
客
間
の
軋
鑠
は
綏
和
せ
ら
れ
、
過
激
な 

る
改
進
論
者
の
0
0
&
m
0

せ
ら
る
可
し
と
豫
期
し̂

A
ノ 

き
。
甲
は
日
ぐ
、

「

來
る
可
き
四
年
問
に
於
て
は
：吾
人
は
眞 

に
法
律
に
よ
る
統
治
の
下
に
立
つ
乙
と
を#

可
し
。
此
蹄 

代
に
於
て
は
法
律
は
公
平
に
し
て
決
斷
に
富
め
る
行
政
者 

に
よ
/
ノ
て
執
行
せ
ら
る
可
し
。
こ
日
く--
1
タ
フ
ト
統
治
峙 

代
の
特
徵
は
迅
雷
瓦
を
蔽
ふ
に
道
ぁ
ら
次
る
的
の
進
步
よ 

;
9
W
寧
國
家
の
秩
Jf

を
#

然
if
i

A

'̂
ら
し
む
る
點
に
*
る 

可
し」

。
丙
日
く
、

「

今
や
靜
謐
平
穩
の
辟
代
は
此
國
の
上
に 

來
れ
6

。
タ
フ
ト
氏
の
就
任
、
其
の
敎
書
の
內
容
及
び
其 

の
閣
員
選
任
の
手
際
は
南
北
を
論
せ
ず
擧
國
の
稱
讃
す
る 

所
に
し
て
毫
ぢ
酷
簿
な
る
紙
雛6
聲

を

尚

か

^
,
る

の

み

な 

ら
す
、
最
名
溫
和
な
る
批
評̂

へ
殆
ん
ど
加
へ
ら
る
、 

こ
と
な
し
。

ルl
;cX

ル
ト
.派
の
新
聞
紙
と
非
ルt
ズ 

ベ
ル
ト
派
の
新
聞
紙
士
を
問
は
ず
等
し
く
滿
足
の
»
を 

言
明
せ
A

o

愈
進
的
な
る
责
紙S

保
守
的
な
る
財
政
雜 

誌
％
共
に
漸
大
統
領
劈
頭
の
言
動
に
對
し
て
隨
喜
の
淚
を 

止
め
ぁ
へ
次
6

き」

i

o

.上
述
せ
る
所
は
氏
於
就
任
の
際 

に
於
、け
る一

般
の
輿
論
を
最
3

適
切
に
代
表
せ
る
評
辭
な

.
七
九 

:

.



,

雜
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錄
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.

、

:
80

ろ
き
0然

る
に
不
思
議
な
る
か
な
、
恰̂P

夢
ょ
/
ノ
醒
め
t

ら
ん 

か
の
如
く
國
民
の
態
度
は
急
激
に
ニ
變
せ6

0

不
滿
不 

信
及
び
厭
忌
の
念
は
全
國
に
充
ち
涉
れ6

0

斯
く
て
公 

衆
惡
感
の
傾
牲
と
な6

^

る
名
の
數
多
於
ろ
.け
る
中
に
先 

づ
第1

に
數
ふ
可
き
は
大
統
領
タ
フ
卜
氏
の.聲

譽

な
6
 

—

き
。
利
1

の
念
に
拔
目
な
き
僞
善
的
新
聞
紙
は
自
己
の
名 

聲
を
傅
せ
ん
こ
と
に
の
み
汲
f々c

る

政

治

家

の

野
.&
に

煽 

動
せ
ら
れ
て
此
形
勢
を
ー
層
激
甚
な
ら
し
め*

6

。
固
ょ 

6

適
碯
な
る
事
實
を
根
據
と
す
る
？
の
に
あ
ら
ず
し
て
醫 

罵
に
次
ぐ
に
讒
謗
を
以
て
し
、
窮
極
す
る
所
な
く
、
大
統 

領
は
怯
怩
类
懦
の
人
と
し
て
誹
譲
せ
ら
れ
杧6

0

誹
誇
於 

.餘
6

に
下
劣
に
涉
れ
る.が
爲
め
却
て
其
目
的
を
達
し
得̂
 

る
、

S

如
き
恐
あ
る
場
合
に
は
諷
刺
を
以
て
之

U

代
へ
、
邪 

惡
な
る
暗
示
を
以
て
極
力
氏
の
誠
實
を
毀
傷
せ
ん
i

試
み 

^

A

v

o氏
の
坦
懷
な
る
行
動
は
却
て
機
昝
謀
略
を
缺
く
の 

結
果
な
ろ
と
看
做
さ
れ
、
所
屬
の
黨
派
叉
は
個
人
的
の
利 

便
の
爲
め
に
公
務
を
曲
げ
次
る
の
主
義
を
確
守
す
る
や
®
 

弱
な
る
政
策
な
6

i

し
て
排
/K

せ
ら
れ
*

6

0
氏
は
無
»

:

-

, 

- 

A 

O

義
無
定
見
な
る
所
謂
策
士
連
よA
Zld
-

M
li

な
る
機
械
と
枇 

sf
e

せ
ら
^

、
國
政
を
利
用
し
て̂

益
を
計
ら
ん
と
す
る̂p

 

一
の
よ
6

は
賴
み
甲
斐
な
き
同
僚
な6

2

攻
滕
せ
ら
れ
、
大 

一
•統
領
と
し
て
は
厘
毛
の
價
値
な
き
最1

卜
劣
な
る
-

K
P

の
な 

| 

6

i
雲

さ

る

、
に
至
れ̂

s
O

左
れ
ば
激
月
間
國
民
の
前 

|

に
披
瀝
せ
ら
れ
女
る
諸
®
煩
多
な
る
論
說
記
事
の
爲
め
に 

一
漫
ろ
に
必
を
動
か̂

る
、
こ
と
な
き
汾
靜
の
士
は
历
於
就 

職
以
來
國
民
の
威
念
の
上
に
起
る
根
本
的
の
«
*
に 

付
き
て
.
一
驚
を
喫
せ̂

る
を
得f

o
A

ノ
き
。
タ
フ
ト
历
の
如 

く
國
民
の
.無
限
な
る
信
賴
と
尊
敬
と
を
博
す
る
性
格
を
有 

す
る
大
統
領
に
し
て
斯
く
急
激

1
4

國
民
0

信
任
と
熱
心
な 

る
支
持
と
を
失
な
へ
る
の
事
實
は
故
し
て
輕
々
に
看
過
す 

可
か
ち
^

る
名
の
に
し
て
大
に
硏
究
す
可
き
問
題
なAノ
と 

云
：は
^

る
可
か
ら
•す
。

，

タ
フ
ト
氏
鞔
政
の
當
初
に
於
て
は
恰
名
關
税
改
.正
の
爲 

め
に
召
集
せ
ら
れ*

る
臨
槠
國
食
の
開
會
せ
ら
る
、
あ6
 

，き
由
來
關
视
尚
題
か
園
會
の̂

に
附
せ
ら
る
、
場
存
に 

は
論
議
盛
に
起6

て
瞪
躁
を
極
む
る
の
例
な6

し
に
此
塒
' 

に
當
6

<
は
新
大
統
領
に
對
す
る
公
衆
の
信
賴
顔
る
厚
か

81

ム
し
舣
故
に
靜
謐
驚
く
可
き
程
に
し
て
、
：主t

る
論
評
と 

し
て
は
、
.國
會
は
宜
し
く
速
於
に
同
問
題
を
議
定
し
去
る 

可
し
ふ
云
ふ
位
に
业
爻6
き
。
然
る
に
聛
日
の
經
過
す
る 

に
隨
び
て
H

K

は
^
出
せ
ら
れ
杧
る
法
案
の
形
式
中
將
に 

害
毒
の
因
i

な
石
可
き
何
物
於t
存
在
す
る
に
は
非
次
る- 

.

&

と
疑
は
.次
る
を
得
^

る
に
至
れ
6

。
疑
國
は
益
加
は6

、 

猎
疑
の
念
は
積
極
的
の
不
信
任
と
化
し
、
公
衆
の
眼
は

」 

齊
に
大
統
領
に
注
於
る、
に

至

れ

凡

て
^

選
擧
A

が
. 

自
ふ
選
任
の
事
に
關
與
し#

る
宫
憲
は
唯
獨
6

大
統
領
の 

み
な
る
を
以
て
國
民
は
彼
に
對
し
て
國
會
の
尊
横
よ
.

O

救 

濟
せ
ら
れ
ん
と
を
要
求
せ6
.
0

「

タ
フ
ト
氏
は
何
紙
故
に
何 

事

を

か

爲

る

や」

と
の
疑
間
は
金
國
民
の
聲
な6

き
。 

左
れ
ば
大
統
領
於
冷
靜
沈
著
な
る
態
度
を
持
し
、
國
會
に 

對
し
て
は
單
に
其if
)

>?
,

^
It

一7J
>
す
る
に
止
i
 

6
、
法
案
の 

討
議
及
び
起
®

を
ば
全
く
國
會
の
最a

な
る
判
斷
t

委
す 

.み

を

見

て

は

公

衆

の

驚

駭

は

一

方

な

き

。
氏
於
國 

會
に
要
請
し
之
を
脅
迫.し
て
傲
迄
自
己
の
所
信
及
び&
'̂

:

の
：要
求
に
«

ヒ
て
斷
然
關
m

の
改
正
を
行
ふ
可
し
と
主
張

勢
を
利
用
し
て
國
會
を
屈
伏
せ
し
めざ
6

し
$

は
氏
.が 

大
統
領
と
し
<

の
明
白
な
る
義
務
を
懈
れ
る3

の
な
み
と 

看
做
^

る
ん
に
至
れ
ろ
。
國
會
議
員
於
眞
に
愛
國
的
の
感 

一
念
を
以v

誠
實
に
國
利
民
福
を
增
進
せ
ん
於
爲
.め
に
努
力 

|

す
可
し
と
.豫
期
ず
る
は
純
然̂

る

迷

信

の

如

く

思

^'
せ

ら 

■

れ
女
ブ
ノ
。

加

£

も
斯s

る
威
‘念
は
遂
に
尋
常
普
通
の
事
と 

な
^

6

。
疑
或
の
念
は
愈
重
な6

て
遂
に
國
會
の
議
員
は 

公
益
を
代
表
せ
^
し
て
却
て
將
權
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
特 

，種
の
團
體
の
利
益
を
計
る
名
の«.
6

と
認
.め
ら
る
、
に
至 

れ
ろ
.
°
玆
1C
.於
て
自
然
の
傾
向
上
大
統
領
は
單1C
國
家
の 

行
政
上
の
首
長
允
石
に
止
ま
ら
卞
し
て
、
之
と
同
滕
に
疑 

名
な
く
國
尻
全
般
の
非
常
代
表
者
に
し
て
民
權
擁
議
の
輿 

一
者
と
し
て
國
民
の
不
誠
實
な
る
直
接
代
.表
者
を
排
除
す
る 

の
責
務
を
有
す
る
名
の
な6
.と
の
觀
念
を
生
す
る
に
至
れ 

| 

6

0
彼
は
政
府
の
首
長
に
，し
て
、
他
；

U

冠
絕
ず
可
き
活
動 

:

者
な
6

。
.
彼
は
如
何
な
る
危
險
克
冒
すS

必
要
な
る
法
令 

を
制
定
せ
次
る
可
か
ら
^
。
若
し
立
法
團
體
が
之
を
欲
せ 

次
る
か
、
躊
踏
す
る
か
、
提
出
法
案
の
要
否
に
關
し
て
異

せ
^

6

し
事
實
、
卽
ち
氏
が
其
高
官
允
る
の
地
位
及
び
狀
見
を
有
す
る
か
、
或
は
叉
全
然
之
に
反
對
す
る
場
合
に
は

' 

:

雜

錄

■•
A

1

.

-



&2

,

雜 

'
錄

• 

.

 

;
'
■

、
.

,

：

之
を
克
服
し
て
其
意
に
從
は
し
め2:
る
，可
か
ら
步
。
權
カ
を
不
裁
可
と
な
さ
ん
：

t

i

を
要
*

サ
ら
れ
tt
-
o、
氏
は
若 

行
使
者
の
採
用
す
る
手
段
方
法
於
如
何
に
激
烈
な
6

と
す
.
.し
氏
に
し
て
此
要
請
を
容
れ
ん

4

大
に
名
聲
を
»
す
る
に 

る
名
公
衆
は
其
要
求
だ
に
滿
足
せ
ら
る
、
に
於
て
は
喜
ん
至
る
可
き
を
知
ら
次

6

し
に
非
ら
^

6

し
な
-O。

左
れ
ど 

で
之
を
喝
釆
す
可
し
。
■今
日
大
統
領
の
價
値
如
何
を
測
定
氏
は
同
塒
に
若
し
氏
に

し
て
一
旦
此
政
略
を
用
ゐ
ん
か
、 

す
る
の
標
準
は
彼
於
法
令
の
執
行
上
叉
は
明
文
上
其
權
限
之
、が
爲
に
遂
に
犬
に
國
政
の
紊

iL

を
招
致
す
可
き
を
知
れ 

內
に
委
せ
ら
れ
杧
る
尨
大
な
る
國
務
の
裁
斷
上
に
於
て
成
ろ
。
是
を
以
て
氏
は
從
來
幾
多
の
士
人
妒
^

^

る
誘
或 

功
せ
る
や
否
や
の
點
に
非
ず
じ
て
寧
彼
於
國
會
を
操
縦
し
，ょ
.
6

免
於
る
ゝ
と
を
#

杧
6

0

左
れ
ど
此
行
動
の
中
に
合 

て
所
要
の
法
令
を
制
定
せ
し
め
得
る
能
力
如
何
に
存
す
る
爻
れ
杧
る
爲
氣
と
愛
國
的
精
神
は
國
芪
に
對
し
て
何
等
の 

名
の
な
6

0
 

感
動
を
S

與
へ
次
ク
き
0

鬱
結
せ
る
不
滿
の
念
は
遂
に
爆 

當
脖
國
會
虹
從
事
し
つ
、
あ6
し
關
税
欧
萆
案
の
訝
議
發
し
て
其
猛
威
を
逞
ふ
す
る
に
至
れ
6

"
氏
は
法
案
を
不 

に
於V

タ
フ
ト
氏
は
自
黨
の
領
袖
に
對
し
て
自
己
の
意
見
裁
可
と
な
さ
し
と
の
故
を
以
て
批
難
せ
ら
れ

^

O

ぅ 

を
開
陳
し
彼
等
を.激
勵
し
て
自
黨
舣
主
義
綱.傾
と
し
て
國
し
か
名
畠
双

#

の
理
由
と
す
る
所
は
同
法
案
於
惡
法
な6 

民
に
公
約
せ
し
所
を
履
行
せ
し
め
んi
し
.̂

る
以
上
に
は
し
好
故
に
非
岁
し
て
充
分
批
難
者
の
浠
望
に
適
は
次
6

し 

如
何
な
る
干
渉
を
な
す1

を
名
抿
絕
し
杧
6

°

氏
は
全
然
.

鈥
故
な
ヶ
き
。
氏
は
該
關
桃
，法
は
當
肪
に
於
け
ふ
四
圍
の 

自
己
の
所
見
に一

致
す
る
於
如
き
法
律
を
制
定
せ
し
め
ん
狀
勢
上
實
.際
制
定
し
得
可
き
最
良0
法
律
な
る
と
'5

:
說
示 

が
爲
め
に
彼
等
を
强
制
せ
ん
と
す
る
の
目
的
を
以
て
自
己
す
る
と
同
塒
に
明
白
に
其
缺
點
を
名
承
認
し
、
其
缺
點
は 

の
掌
裡
に
委
せ
ら
れ把
る
權
力
を
行
使
す
る
、が
.如
き
政
策
將
來
に
於
て
充
分
救
濟
せ
ら
れ
得
可
き
と
を
指
摘
し
杧
6
 

を
斷
然
放
棄
し
欠6

。
加
之
上
下
雨
院
を
通
過
し
把
る
法
と
雖$

历
の
此
賢
明
誠
實
な
る
勸
告
に
對
し
て
は
何
人
2
 

律
案
於
氏
の
前
に
提
示
せ
ら
れ
祀
る
場
合
に
於
て
氏
は
之
»

を
傾
く
る
者
な
か6

き
。
不
滿
不
平
の
感
一
度
赳
ら
ん

か
決
し
て
之
を
辯
護
す
る
の
辭
柄
に
苦
し
ま
ヤ

j

る
な
6
.
0 

斯
く
て
漸
次
に
偏
見
を
生
匕
遂
に
氏
の
行
政
上
に
於
け
る 

一
擧
手
一
投
足
に
對
し
て
悉
く
批
難
を
加
ふ
る
に
至
れ 

i

大
統
領
於
法
令
に
ょ
ろ
て.
命
せ
ら
れ
.允
る
責
務
を
遂 

行
す
る
の
手
段
**

法
に
付
き
て
は
從
來
何
等
重
要
な
る
批

| 

難
.の
加
へ
ら
れ
杧
る
こ
と
な
き
の
み
な
ら
卞
殆
ん
ど
如
何

； 

な
る
®

類
の
批
評
を
％
聞
き
杧
る
こ
と
な£
ふ
き
。
然

るi 

に
熟
.ら
目
下
問
題
と
な
れ
る
事
件
の
眞
相f
-觀
察
す
れ
ば
一 

大
統
領
の
銃
治
上
に
於
け
る
信
任
の
缺
乏
及
び
之
に
附
隨 

せ
る
諸
種
の
罵
詈
議
謗
は
大
統
領
於
憲
法
上
の
制
限
を
逸

| 

出
す
る
て
と
、
國
會
を
强
制
し
叉
は
少
な
く
と
ぢ
强
制
せ
_ 

ん
と
す
.る%

如
き
憲
法
の
S

S

以
外
の
職
務
を
.行

ふ

こ| 

i

、
當
it

國
民
の
囂
々
と
し
て*
求
し
て
ib
i

^
る
法
令
一 

を
制
定
す
ふ
己
と
等
を
拒
絕
し
把
る
に
基
く
名
の
と
す

.0 

| 

國
會
の
組
織
其
2

の
於
或
は
其
行
動
上
か
に
何
等
か
.の 

傳
來
的
紙
點
の
#

す
.る
^
^の
あ
6

と
す
る
一
般
の
感
念̂
 

は
'固
上
6

論
據
な
き
に
非
ず
、
左
れ
ど
國
民
奵
不
知
不
識 

の
間
に
集
出
し
允
る
方
策
卽
ち
行
政
部
に
存
在
す
る
或
入 

格
^

附
す
る
に
國
會
の
上u

立
ち
て
.之
を
監
制
す
る
Q

a

力
を
以
て
し
、
依
て
以
て
國
會
の
中
に
存
す
る
缺
陷
を
補 

は
ん
と
す
る
の
：策
は
果
し
て
批
難
な
き̂

p

の
な
る
や
。
國
. 

會
及
び
行
政
部
に
關
す
る
此
感
念
は
比
較
的
近
代
の
產
物 

一
に
し
て
、
祉
人
が
愼
重
な
る
態
度
を
以
て
此
問
題
に
對
す 

|

‘
る
に
至
6

し
は
最
近
の
事
な6

と
す
。
合
衆
國
民
の
多
數 

|

に
取
6

て
»

同
國
の
政
治
組
織»
明
>、白
々
な

云

は
 

一
次
る
可&

ら
穸
。
卽
ち
政
治
龃
織
の
外
面
に
顯
は
れ
女
る 

體
様
が
餘
6

に
能
く
人
の
知
る
所
と
な
れ
る
於
爲
め
其
褒.
 

而
にi

伏
在
す
み
根
本
原
則
を
硏
究
す
る
は
無
益
の
勞
に
屬 

す
る
/7
>
.の
如
く
考
へ
ら
る
、
に
至
れ6

0

左
れ
ど
之
等
の 

根
本
原
則
を
常
に
腦
裡
に
新
に
す
るC
と
、
卽
ち
國
政
運 

'
行
の
指
針
允
る
可
き
原
理
原
則
と
日
常
の
統
治
行
動
と
を 

相
併
行一

致
せ
し
む
.る
.の
必
要
》
吾
人
舻
斯
か
る
原
理
原
， 

則
の
本
來
の
儐
値
を
信
調
す
る
限6

、
想
像
以
外
に
大
な 

る
名
0

な
タ
と
云
は̂

る
可
か
ら
ず
。

合
衆
國
憲
法
の
起
草
者
は
ニ
個
の
點1C
付
き
て
大
に
恐
，
 

怖
の
念
を
懷
き
し
名
の
に
し
て
、
此
事
實
炔
彼
等
於
制
定 

し
*

る
憲
法
其
？
の
を
能
く
說
明
す
る
％
の
な6

0

第
一 

の
藉
W

は
尊
制
な
る
行
政
部
於
國
民
を#

ぐ
る
の
虡
な
き
.
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や
の
■

な
6

き
、
彼
の
獨
立
戰
爭
な
る
名
の
は
要
す
る
に 

行
政
部
の
尊
横
と
壓
迫
と
に
基
け
る
名
の
に
し
て
、
殘
忍 

S

I1

な
る
ジ
ョ
1

ジ
第
三
世
の
蓉
萎
は
尙
明
ら
か
に
彼
等.
 

の
眼
前
f
c髪
髴
fc
6
.き
。
此
恐
怖
は
其
後
と
雖
名
依
然
と 

'
しV

宣

大

な

る

勢

力

を

有

し

し

於

、
近
年
に
至6

て 

»

弱
な
.る
S

邦
紐
織Q

卞
ぶ

混
滞
fc

る
無
政
府
の
狀
態
を 

顯
出
せ
し
於
爲
更
に
一
の
新
な
る
恐
怖
が
重
大
な
る
勢
力 

を
有
す
る
に
至
れ6
。
新
な
る
恐
怖
と
は
卽
何
等
の
統
制 

.

.
名
な
く
秩
序
名
な
き
國
民
の
多
數
に
よ
る
專
制
之
な
6

0
 

實
に
或
著
名
な
る
論
者
の.云
へ
る
於
如
く「

專
制
君
主
夂 

は
寡
頭
政
治
に
於
け
る
支
酤
階
級
の
陷6
易
き
權
カ
濫
用 

の
傾
向
は
多
數
に
よ
る
統
治
を
原
則
と
す
る
民
主
政
治
に 

於
て
^P.

勢しく起る

^p

の
と
す
、
如
何
と
な
れ
ば
此 

傾
向
は
人
類
自
然
の
性
嚮
に
基
く
？
の
な
れ
ば
な
6

J

0此 

原
理
は
夙
に
.哲
學
者
の
唱
道
せ
る
所
に
し
て
過
去
の
實
例 

に
徵
す
る
名
誤
な
き
所
な
る
が
合
衆
國
憲
法
の
起
草
#

2
 

及
此
點
に
着
眼
し
て
國
民
の
手
足
を
拘
朿
せ
ん
と
試
み
^
 

6

0

彼
等
は
過
去
の
歷
史
に
徵
し
て
共
和
國
に
於
て
名
强

固
な
る
權
力
を
以
て
國
民
の
自
制
心
を
涵
養
す
る
こ
と
な

. 

/ 

.

.
八
四\

く
ん
ば
民
主
政
治
は
國
民
の
幸
福
に
非
支
し
て
却
て
炎
害
.

,
 

，こ̂

る
可
き
こ
と
を
了
解
せ

;̂

\。

一
之
れ
國
民
自
身
が
其
意 

思
を
行
使
す
る
場
合
に
之
に
對
し
て
抑
制
を
加
へ
得
る
一 

の
自
由
人
格
炉
設
け
ら
れfc
る
所
以
な
6

0
 ■彼
の
國
家
の 

統
治
組
織
を
立
法
、
司
法
、
行
政
の
三
部
に
分
ち
、
其
間 

に
於
て
互
に
相
亲
制
せ
し
め
、
以

V
、

其

I

を
し
て
尊
横
の 

行
爲
な
か
ら
し
め
ん
i

す
る
制
度
が
案
出
せ
ら
れ̂

る
3

.

亦
此
理
に
外
な
ら
ず
。
立
法
部
に
關
す
る
根
本
の
原
理
.は 

國
民
を
し
て
憲
法
に
規
定
せ
ら
れ̂
る
制
限
內
に
於
て
彼 

等
於
緊
要
缺
く
可
か
ら
次
る
$
の
と
信
ず
る
法
律
を
制
定 

す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
るi
同
脖
に
、
彼
等
の
漠
然
^
る 

{八#
心
を
し
て
£

ろ
-に
拘
束
力
を
有
ず
る
法
令
と
な
ら
し
め 

ぎ
る
に
ぁ
6

。
行
政
部
は
嚴
然
且
つ
直
接
に
法
令
を
執
行 

す
る
の
自
由
を
有
し
、
立
法
部
の
側
に
於
て
爲
し
得
可
き 

急
遽
不
謹
愼
な
る
行
動
叉
は
諜6

杧
る
見
解
を
矯
正
す
る 

の
權
ヵ
を
附
與
せ
ら
るV
,と
同
槠
に
、
自
己
が
法
制
上
與 

へ
ら
れ
女
る
廣
沉
な
る
行
動
の
雜
阐
を
逸
出
す
る
こ
と
な 

き
橡
立
法
部
の
歡
制
を
受
く
る
名
の
な
ろ
。
終-

C
N

に
司
法 

部
は
憲
法
及̂
:

之
と
牴
觸
せ
次
る
範
雨
內
に
於
て
制
定̂

85

ら
れ
fe

る
法
律
の
神
聖
を
維
持
す
る
の
任
務
を
有
す
る
名 

の
な
6

。
然
6

合
衆
國
の
憲
法
は
旣
に
久
し
く
一
 

種
特
別 

に
し
て
且
つ
莊
嚴2
る
尊
敬
を
受
け
杧6

。
M

ち
一
般
の 

狀
勢
及
び
公
衆
の
感
念
於
幾
度£
變
遷
せ
る
に
？
拘
ら 

ず
、憲
法
は
毫
g

其
尊
嚴
を
傷
け
ら
る
、
こ
と
な
か6

き
、 

此
憲
法
や
旣
に
一
低
紀
以
前
に
於
て
同
種
の
民
族
が
單
純 

な
る
狀
況
の
下
に
結
合
せ
し
小
共
和
國
統
治
上
の
要
求
を 

充
允
し
杧
る
と
同
脖
に
、
今
日
の
如
く
其
領
土
は
*
し
く 

獷
張
せ
ら
れ
、
1H
:

界
の
各
部
ょ
6

集
ま
A

來
れ
る
數
多
の 

人
»
を
抒
て 

ー
*
と
^
し

、
社
#
上
に
於
て
$
經
濟
上
に 

於
<
$
複
雜
極
ま
れ
る一

大
國
家
に
於
て
ぢ
尙
能
く
國
政 

運
用
の
指
針̂

る
を
得
る
な
6

。
此
憲
法
e

維
持
せ
ん
が 

爲
め
近
代
に
於
け
る
最3
驚
く
可
き
戰
爭
は
起
れ
る
な 

6

-°

自
然
の
變
遷
に
放
任
す
る
こ
と
な
く
、
飽
迄
之
を
擁 

護
し\

し
長
く
其
尊
重
す
可
き
組
織
の
根
底
を
梢
失
す
る
こ 

と
な
か
ら
し
む
る
《
正
に
合
衆
國
民
の
努
む
可
き
義
務
な 

6

と
す
。
所
謂
憲
法
の
父
と
名
聯
す
可
き
士
人
於
遛
自
然 

的
の
智
識
及
び
先
見
を
有
し̂

る
に
名
非
古N。

又
今
日
米 

國
民
の
中
に̂

&

等
1C
.部p

し
き
賢
者
な̂

と
ー
ふ
ふ
に̂
plr

雜
：

炫
：
.
,

■r
o

然
れ
ど
同
法
制
定
以
來
今r
ntc

至
.る
迄一

他
紀
餘
の 

經
驗
を
積
み̂

る
に
名
拘
ら
岁
、
今
日
の
智
«
の
發
達
の 

程
度
に
て
は
該
法
制
定
者
の
爲
し
杧
る
所
に
對
し
て
“
體 

一
韵
の
改
正
を
施
す
於
如
き
こ
と
到
底
不
可
能
な
る
が
故 

に
、
彼
等
於
合
衆
國
民
に#

留
し
允
る
所
は
無
上
の
價
値 

を
有
す
る
名
の
と
し
て
之
を
尊
重
し
持
續
せ
次
•る
可
か
ら 

士K。

從
て
大
銃
領
を
以
て
立
法
の
眞
源
康
と
な
し
、
彼
は 

欺
か
る
職
責
中
に
包
含
せ
ら
れ*

る
名
の
.と
し
て
彼
に
對 

し
て
提
出
せ
ら
る
可
き
要
求
を
充fc
す
に
充
分
な
る
權
カ 

j

を
有
す
る
^
P

.0

な
ろ
と
す
る
傾
向
が
日
に
盛
な
る
を
見
て 

;5

あ
る
の
士
如
深
く
憂
慮
す
る
所
あ
る
は
決
し
て
故
な
き 

に
非
^

る
な
6

0

憲
法
の
條
規
に
よ
る
と
き
は
大
統
領
は
外
交
の
權
、
法 

令
の
執
行
を
監
督
す
る
の
權
、宫K
を
任
免
す
る
の
權
、聯 

邦
の
狀
態
に
付
き
<
國
會
に
報
告
を
な
し
、
且
つ
必
要
な 

る
諸
案
を
起
草
し
て
之
を
國
會
の
議
に
附
する
の
權
を
有 

す
。
之
等
の
.
一
般
的
權
能
の
外
更
に
憲
法
を
有
效
に
施
行 

せ
ん
於
爲
に
明
示
的
又
は
默
示
的
、
偶
然
的
叉
は
必
要
的 

な
ぶ
諸
猶
の
顧
能
を
有
す
。
加
之
彼
は
或
種
の
制
限
を
受

八
五
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け
把
る

■

不
裁
可
の
權
を
有
す
。
斯
く
て
彼
は
憲
法
上
に
於 

て
は
出
來
得
る
限6

純
然
^
る
行
政
の
首
長
杧
ら
ん
と
を 

期
せ
ら
れ
^
る
S

の
'な
6

。
從
て
彼
の
所
爾
立
法
的
職
權 

と
は
一
方
に
於
て
は
單
に
偶
然
的
に
し
て
他
方
に
於
て
は 

單
に
消
極
的
な6

。
法
案
を
國
會
に
廻
送
し
て
其
再
審
議 

を
求

0

る
の
權
卽
不
裁
可
の
權
は
通
常
絕
對
的
不
裁
可
の 

效
果
を
有
す
る
名
の
な
る■

が
、
此
權
力
は
一
定
の
法
案
の 

可
否
に
關
し
て
大
統
領
の
個
人
的
の
意
見
於S

#

の
意
見 

と

j

致
せ
次
る
場
合
に
於
て
常
に
行
使
す
可
き
洛
の
と
し 

て
附
與
せ
ら
れ
杧
る
名
の
に
非
す
し
て
、
國
會
於
有
害
な 

る
結
果
を
生
ず̂

き
恐
あ
る
法
案
を
充
分
の
審
議
を
經
る 

こ

と

な

く

躁

急

に

議

定

し

去

る

、が
如
き
例
外
的
の
場
一 

合
の
爲
め
に
創
設
せ
ら
れ
杧
る
ぢ
の
な
ぅ
。
往
游
に
あ
6
 \ 

て
は
苋
法
部
は
他
部
の
權
域
に
侵
入
し
て
之
を
併
呑
す
る 

の
傾
向
な
き
に
非
す
や
と
の
觀
念
公
法
學
者
の
間
に
一
般 

に
行
は
れ
tc

6

、
斯
か
る
場
合
に
あ

6

て
は
不
裁
可
‘の
權
一 

は
國
會
の
専
横
に
對
す
る
保
障
^
る
の作
用
を
な
す
名
の 

な
6

。
左
れ
ど
憲
法
中
の
何
れ
の
條
規
を
見
る
；̂
大
統
領 

に
對
し
て
國
會
を
指
導
監
制
す
る
の
權
を
與
へ
て
行
政
部

の
權
能
を
擴
張
し.
^

6と
認
ひ
有
贫
毫
末
の
論
據
名
ある
 

こ
と
な
し
。
若
し
行
政部
、が
大
統
領
叉
は
其
下1
4あ
る
內 

閣
を
通
匕
て
.國
會
に
於
て
發
言
を
な
す
の
權
を
與
へ
ら
れ 

一
^

6

と
假
定
せ
ん
於
合
衆
國
の
政
體
は
果
し
て
如
何
な
る 

一-
名
の
と
な
る
可
き
や
、
叉
行
政
部
は
全
然
國
會
の
多
數
黨 

.
に
ょ
6

て
組
織
せ
ら
る
可
き
名
の
な
す
る
英
國
の
两 

閣
制
度
と
、
各
部
の
分
立
獨
立
を
主
義
と
す
る
合
衆
國
の 

制
度
と
の
間
に
存
す
る
利
害
得
失
如
何
と
の
問
題
は
學
者 

の
姘
究
問
題
と
し
て
は
頗
る
躯
味
あ
る
％
の
|
な
^o.

と
®
 

名
、
實
際
上
の
必
要
な
き
名
の
なA
■ノ
。
吾
人
に
取
6

て
は 

|

最
$
緊
要
重
大
な
る
問
題
は
大
統
領
は
法
律
上
の
規
定
な 

き
名
國
民
の
??

識
を
經
て
立
法
部1C
,
容
#

す
る
の
權
を
•#
* 

す
る
こ
と
を
#

と
す
る
近
代
の
«

|̂

な
6

と
す
0 

代
議
院
は
通
常
の
狀
態
の
下
に
あ6

V

は
社
會
各
®
級 

の
嘗
心
を
表
示
し
得
る
が
如
く
に
構
成
せ
ら
れ
fc

る
3

の 

に
し
て
、
此
團
體
の
期
す
る
所
は
可
及
的
國
民
に
近
接
し 

て
其
意
見
を
窺
知
し
得
るに
あ
-0。

之
に
反
し
て
元
老
院 

は
議
員
の
任
期
長
く
、
且
つ
其
組
織
上
にg

急
激
な
る
變 

化

を

來

る

欉一

定
の
制
限
を
設
け
あ
6

て
代
*

浣
の

87

通
弊
お
る
躁
急
過
激
な
る
行
動
^
抑
制
す
る
の
作
用
を
な 

す
名
の
な
6

。
然
6

而

し

て

上

下

^

_

の

上

に
は
大
統
領 

の
不
裁
可
の
權
あ
6

。
槪
言
す
作
ば
金
般
の
組
織
は
國
民 

.の
®
突
輕
卒
な
る
意
見
が
直
ち
に法
律
と
な
る
と
を
防
止 

る
こ
と
を
.目
的
と
し
<
#
出
せ
ら
れ
t t

る

の
な
0
\
0 

合
衆
國
初
代
の
政
治
家
は
節
制
な
き
多
數
の
壓
制
は
專
制 

君
主
の
夫
れ
よ
み
ノ
名
莖
に
恐
石
可
き
g

の
に
し
て
、
何
物 

と
雖
名
、
之
に
比
す
可き
名
の
な
き
こ
と
を
明
ら
於
に
了 

知
せ
6

。
.卽
ち
君
主
の
場
合
に
あ6

<
は
少
な
く
と
名
間 

接
.に
其
行
動
を
抑
制
す
るに
輿
論
な
る
名
の
叔
6

と

雖 

名
。
多
數
の
尊
制
は
輿
論
其
名
の
、
«

制
な
る
を
以
<

、 

成
文
の
法
令
に
よ6

て
制
限
せ
ら
れ
次
る
限
ろ
何
等
の
拘 

朿
を
S

受
け
^

る
3

の
な
6

0

若
し
急
速
且
つ
容
具
に
法 

令
を
制
定
し
得
る
名
の
と
せ
ば
雜
駿
未
熟
な石
意

見
/P
直 

ち
に
拘
朿
カ
を
有
す
る
法
律
と
な6

、
數
多
の
國
民
の
最 

3

尊
；规
す
可
き
權
利
於
ー
片
の
感
情
又
は
刺
激
の
爲
め
に 

一
朝
に
し
て
毀
掼
せ
ら
る
、
場
合
な
ぎ

U

非
^

る
は
彼
等 

の
能
く
知
る
所
な
ろ
き
。
故

に一
辟
的
の
空
想
を
排
床
し 

て
、
M

#
麵
民
の
確
固
な
る
意
思
の
み
法
律
と
な6
得
る 

.

雜

.錄

.

'

於
如
き
組
織
を
創
設
し
允
る
名
の
な
，り
。
此
目
的
を
以

V

 

合
衆
國
に
於
0

は
兩
院
制
度
を
採
用
し
且
つ
其
本
旨
を
貫 

徹
す
る
に
必
.要
な
る
諸
種
の
手
段
方
法
を
刚
加
し
^
る
名 

^

1

0

合
衆
國
の
立
法
機
關
の
運
轉
は
寧
緩
漫
な6

。 

左
.れ
ど
之
れ
國
民
の
行
動
を
し
てM

s
ra

:
し
き
を
得
せ
し 

め
ん
於
爲
め
に
故
ら
に
案
出
せ
ら
れ
杞
る
組
織
な
6

。

パ 

ミ

ル
ト
ン
氏
日
く「

立
法
部
に
あ
6

て
は
迅
速
な
る
議
定 

は
利
益
よ
寧
ろ
害
惡
を
招
致
す
る
場
合
多
し
。
立
法 

部
に
於
け
る
意
見
の
相
違
及
び
黨
派
問
のIL
礫
は
時
に
有 

益
，な
る
法
案
の
通
過
を
阻
害
す
る
こ
と
な
き
に
非
岁
と
雖 

w
p、
愼
重
な
る
論
究
尉
議
の
勸
機
と
な6

て
多
數
黨
の
尊 

撗
を
制
逷
す
る
の
作
用
を
な
す
？
の
な6」

と
0
幸
に
し
て 

合
衆
_

今
H

迄
の
歷
史
に
於
て
は
通
常
他
の*
?0

國
に
於 

て
起
6

得
る
於
如
き
多
數
黨
の«

«

よ
6

免
か
る
、
を
得 

^

<
9
0此
幸
福
な
る
結
果
は
憲
法
に
規
定
.せ
ら
れ
允
る
制 

隈\

絕
え
'*
政
治
の
實
際
に
於
て
維
持
遵
守
せ
ら
れ
杧
る 

の
.事
實
に
基
く
，は
論
な
き
所
な6

。

.

然
る
に

今
若
し
大
統
領
を
しV

國
家
統
治
組
織
上
の
'最 

高
の
地
位
に
立
杧
し
め
、
從
來
愼
重
な
る
注
意
を
以
V

S

:.
八
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部
門
の
間
に
分
割
せ
ら
れ
允
る
統
治
上
の
權
能
を
實
際
大
'
ら

に
國
民
の
瞭
闕

を

滿

足

达

し

む

る

祕

如

き

行

動

ロ

出

や

. 

統
領
.の
.一

■.身
に
集
中
す
る
こ
と
、
な
し
、
且
つ
此
憲
法
の
.

ん
か
、
：若
し
彼
等
に
し
<
國
會
卜
壓
伏
せ
ん
於
爲
に
其
官 

規
定
以
外
の
權
能
舣
根
底
强
固
な
る
憤
例
と
な
6

、
遂

に

職

に

附

隨

す

る

驚

く

可

き
.權

勢

を

利

用

せ

ん/;
>
、
若
し
大 

法
律
杧
る
の
.效
ヵ
を
有
す
る
に
至
ら
ば
合
衆
國
憲
法
の
特
ノ
統
領
の
意
思
に
反
對
す
る
所
の
代

«

士

は

皆

選

擧

民

の

信 

色
は
破
却
せ
ら
れ
、
其
擁
護
の
爲
に
設
け
ら
れ
*

5
<
^
|
壁
一
任
に
對
し
て
不
忠
實
な
る
の
な6
と
しV

.

選
緊
民
の
前 

は
排
除
せ
ら
れ
、
合
衆
國
の
政
體
は
根
本
的
に
改
革
せ
ら
に
侮
*

せ
ら
る
、
に
至
ら
ん
於
、
若
し
國
會
が
絕
ぇ
ず
斯 

ふ

、

に

至

る

可

し

。
然

6

而

しy

合
衆
國
民
は
現
に
斯
か
か
る
權
謀
術
數
に
ょ
ろ
て
大
銃
領
の
足
下
に
蹂
國
せ
ら
る 

る
改
變
の
起
ら
ん
と
を
希
望
する
名
の
な
る
が
、
若
し
彼.

、
と
あ
ら
ん
か
、
外
し
か
ら
す
し
て
立
法
部
は
國
民
多
數 

等
の
此
希
望
を
妨
ぐ
可
き
大
小

j

切
.の
障
礙
於
除
去
甘
•ら
の
後
援
を
有
す
る
行
政
部
に
對
し
て
杭
爭
す
る
の
力
を
失 

れ
杧
6

と
せ
ん
/;
>

、
其
結
粜
は
‘
«

し
て
如
何
な
る
可
き
や
、

ひ
遂
に
無
慘
な
る隸
屬

の

狀

態

に

沈

淪

す

る

於

如

き

こ

と 

之

れ

吾

人

の

最

名

嚴

密

な

る

考

慮

を

費

す

可

き

點

な

ろ

と|

な
か
る
可
き
や
。1|
會
が
其
獨
立
を
失
ひ
<
大
銃
領
の
酤 

す
。
國
民
は
不
裁
可
櫬
の
行
使
に
對
し
て
喝
采
す
。
彼

等.下
に
屬
伏
す
る
.に
至
ら
ば
多
大
の
讚
美‘と
尊

敬

を

傅

し

允 

は
婆
计
於
自
己
の
惡
代
表
者
な6

と
信
宇
る
名
の

等
に
對
る
合
衆
國
の
憲
兔
は
根
底
ょ
，
O

M
覆
破
壞
せ
ら
る
、
に
は 

し
て
’大
痛
棒
好
加
へ
ら
る
、
と
き
歡
喜
の
情
に
耐

•

へ，ず

し

至

ら
3'
'

る
可
き
や
。
三
權
分
立
、
相
•互
權
監
制
の
原
則
は 

て
絕
叫
す
。
彼
等
は
立
法
の
貴
任
を
有
す
る
に
名
狗
ら
岁
•如
何
な
る
蓮
命
に
遭
遇
す
可
き

や
。
國
民
の
威

情

の

無

節 

遅
疑
逡
巡
不
決
斷
極
ま
れ
る
國
會
に
對
し
て
大
統
領
於
彼
制
な
る
激
發
に
對
し
て
は

如

何

な

る制
抑
を
加
へ
辱
可
き 

等
が
現
t
有

す

る

所

の意
見
を
提
げ
て
肉
迫
す
る乙
と

を

や

。若
し
斯
か
る

狀

勢

が

其

論

理

的

徑

路

を

底

ふ

て
進
み
、 

見
て
、
彼
を
以
て
彼
等
の
選
手
なろ
と

拍
手
す
。
若
し
合

衆

：且
つ
歷

代

の
^

統

領

妒

判

官

庙

命

の

權
能
を
利

用

し

て

最 

國

歷

代

の

大

^

^

に

し

て

國
民
の
賞
讃
を
傅
せ
ん
於
爲
徒
高
法
院
.の
欧
革
を
行
61
、
.
國

民

の

意

を

迎

へ

ん

於

爲

め

に

.法

律

を

曲

解

す
る
於
如
き
徒
を
以
て
同
院
を
組
織
す
る
於 

如
き
こ
と
：あ

ら

ん
か
、
公
衆
の
感
情
は
遂
に
國
家
に
於
て 

最
高
の
權
カ
者
と
な
ろ
、
國
政
は
悉
く
其
備
^
^
惡
に
よ 

，
り
て
左
右
せ

ら

る

、

に至
ち
ん
。
然
ら

ば
B

家
は
全
く
浪 

沌
の
狀
態
に
陪
6

極
端
な
る
無
政
府
主
義
の
赌
代
を
現
出 

せ
ん
。

(

未
究)

.

,

法
權
の
勝
迫
と
勞
値
組
合

.高橋

.
誠
一

'
 
郞

t

博
學
な
る
某
學
者
は
紀
元
前
一
四九
〇
ハ牛
域
及
に
起
6

女
一 

'る
希
伯
來
_

瓦
エ
の
蜂
起
は
紀
元
後
一
八九
ニ
年
の「

ス 

T

リ
I

ゾ
リ
ッ
デ」

級
績
職
工
同
盟|

能
エ
の
先
驅
を
な
せ
一 

る
名
の
に
し
て
、
此
當
槠
よ
ろ
し
て
勞
働
組
合
運
動
の
端 

.は
旣
に
發
せ
る
名
の
な6

と
な
す
と
離
名
、
斯
く
の
如
き

j 

推
斷
の
一
顧
を
價
せ
次
る
は
固
よ6

の
こ
と
に
し
て
、

E
 

U

降
つ
て
彼
のH

リ
し
僭
正
於
一
五
三
八
年
、
グ
口
ン
ゥ 

H
.

ルU

報
告
し
て
ウ
イ
ス
べ
ツ
チ
な
る
ニ
十

1

名
の
製
靴

.

M
職H

舻
市
外
の
丘
岡
に
聚
合
し
、
三
名
の
同
盟
員
を
派 

し
て
全
製
靴
観
方
を
召
喚
し
、•之
を
脅
し
て
賃
銀
の
®
額 

を

强

要

せ

ん

と

せ

，
り

i

爾
へ
る
が
如
き
斷
片
的
證
左
名
未 

だ
以
て
當
塒
r

於
け
る
勞
p

ff
i

合
の
存
ff
i

を
確
認
す
る
能 

はf
o

る
な
-CN

O

.

.
勞
働
組
合
の
發
生
を
促
し
其
發
建
を
誘
致
し
*

石
？
の 

は
叢
し
十
八
®
紀
に
於
け
る
經
濟
的
箪
命
の
機
運
な 

謂
ふ
ま
で9

P

な
く
經
濟
的
萆
命
の
原
動
力
と
な6

し
名
の 

は
機
械
の
使
用
な-り
。
此
よ
6

以
前
に
在
6

<
は
總
て
機 

業
は
皆
な
家
內
エ
垛
內
に
於

S

て
自
ら
勞
作
せ
る
に
親
方 

r-
依
つ
て
經
營
せ
ら
れ
、
.
彼

等

は

自

己

の

使

麗

す

る

少

數 

の
夏
職
エ
と
其
^
»
關
係
竝
に
社
會
上の
地
位
を
等
し
ぅ 

甘
6

。
然
る
に
機
械
力
の
使
用
は
大
工
場
制
度
の
勃
興
を 

促
し
、
製
造H

業
は
漸
次
大
資
本
主
の
手
に
移6

ヽ
大
多 

數Q

職
工
は
自
ら
全
生
産
か
:̂
«

を
支
韶
し
、
生
產
資
料 

名
其
背
働
の
結
果
杧
る
製
作
品
$

共
'に
之
を
所
有
し
戈
る 

獨
立
生
產
者
の
地
位
よ
6

降
纟y

、
生
產
に
要
す
る
器
具 

名
其
結
果
^

る
製
品
を
7
^所
有
す
る
こ
と
能
は
岁
、
終
世 

賃
鈒
勞
働
者̂

る
の
M

#:
に
墮
落
す
る

に

至

れ

み

0

而
し


